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つ
つ
本
学
学
生
の
専
攻
・
特
性
・
地
域
性
等
に

合
わ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
２
０
１
５
年
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
専
任

教
員
を
配
置
し
た
。
専
任
教
員
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
科
目
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業
・
個
別

支
援
の
企
画
立
案
、
個
別
相
談
等
を
担
当
し

て
い
る
。
施
策
と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
開
講

科
目
の
設
置
、
進
路
・
就
職
支
援
事
業（
正

課
外
）
の
拡
充（
年
間
20
種
類
以
上
）、
学

内
施
策
参
加
企
業
数
増（
２
０
１
９
年
度
：

１
５
８
社
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
と
の
連
携
、
個
別
支
援
体
制
の
強
化
等

を
推
進
し
て
き
た
。

⑵�　

教
員
・
職
員
・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
連
携
す
る
三
位
一
体
の
個
別
支
援

自
宅
外
生
が
半
数
以
上
を
占
め
る
本
学
で

は
、
小
規
模
大
学
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か

な
目
配
り
で
、
教
職
員
が
学
生
の
学
び
・
生

活
・
諸
活
動
を
支
え
て
い
る
。
進
路
・
就
職
支

援
で
は
、
教
員
・
職
員
・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト（
以
下
、
相
談
員
と
表
記
）が
連
携

を
取
り
、
学
生
を
ひ
と
り
も
取
り
こ
ぼ
す
こ

と
な
く
卒
業
年
次
の
３
月
ま
で
伴
走
す
る
個

別
支
援
が
特
徴
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
の
主
体
性
を
尊
重

し
、
学
生
が
必
要
と
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
希

望
す
る
支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
て
お
り
、

学
生
に
よ
っ
て
活
用
す
る
内
容
や
度
合
い
は

様
々
で
あ
る
。
毎
年
千
件
を
超
え
る
個
別
相

談
は
、
相
談
員
４
人
で
対
応
し
て
い
る
。

早
期
か
ら
進
路
選
択
行
動
を
促
す
た
め
、

２
・
３
年
生
全
員
に
生
活
状
況
や
進
路
希
望

等
を
確
認
す
る
面
談
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

の
情
報
と
進
路
希
望
台
帳
の
情
報
を
個
別
支

援
の
際
に
活
用
す
る
。
進
路
希
望
台
帳
は
、

進
路
に
関
す
る
個
人
情
報
に
個
別
相
談
の
履

歴
、
支
援
事
業
へ
の
参
加
状
況
を
追
加
記
載

し
て
い
く
も
の
で
、
職
員
は
こ
れ
で
３
年
次

以
降
の
就
活
等
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
。

４
年
次
か
ら
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
と

ゼ
ミ
担
当
教
員
、
職
員
、
相
談
員
が
三
位
一

体
で
個
別
情
報
を
確
認
し
つ
つ
、
学
生
の
様

子
に
配
慮
し
な
が
ら
見
守
り
、
進
路
決
定
ま

で
伴
走
す
る
。
こ
れ
ら
支
援
の
結
果
、
セ
ン

タ
ー
設
置
以
降
の
就
職
率
は
常
に
大
卒
文
系

平
均
を
上
回
り
、
実
就
職
率
注
は
設
置
前
の

86
・
８
％
か
ら
93
・
３
％
に
ア
ッ
プ
し
た
。

３
．
社
会
の
役
割
を
担
う
人
材
の
育
成

セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
が
自
ら
決
め
た
進

路
に
納
得
し
て
社
会
に
漕
ぎ
出
す
こ
と
を
大

事
に
し
て
い
る
。
納
得
し
た
進
路
と
い
う
の

は
、
自
分
で
考
え
行
動
し
選
び
取
っ
た
進
路

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
想

像
以
上
に
時
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
社

会
に
目
を
向
け
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
進

路
選
択
を
考
え
始
め
る
の
は
早
い
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
。
低
学
年
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
支
援
事
業
で
も
低

学
年
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、
４
年
生
が

就
活
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
後
輩
の
支
援

に
か
か
わ
る
取
り
組
み
も
始
め
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
学
生
が
学
内
外

の
学
び
や
活
動
を
通
し
て
支
援
を
受
け
る
側

か
ら
支
援
を
す
る
側
へ
成
長
す
る
過
程
を

見
守
り
、
主
体
的
に
役
割
を
担
う
人
材
と
し

て
社
会
に
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

１�　

群
馬
県
立
女
子
大
学
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー

本
学
は
、
１
９
８
０
年
に
創
立
さ
れ
た
群

馬
県
南
部
の
佐
波
郡
に
位
置
す
る
学
生
数
約

千
名
の
小
規
模
大
学
で
あ
る
。

現
在
は
文
学
部（
国
文
学
科
、
英
米
文
化

学
科
、美
学
美
術
史
学
科
、総
合
教
養
学
科
）、

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部（
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
程
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

課
程
）の
２
学
部
と
大
学
院
の
２
研
究
科
を

擁
し
て
お
り
、
学
生
の
県
内
出
身
者
率
は
約

45
％
と
、
県
外
出
身
者
が
県
内
出
身
者
を
越

え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

本
学
は
２
０
１
４
年
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
表
記
）を
設

置
し
た
。
こ
れ
は
、
今
日
の
複
雑
化
多
様
化

す
る
社
会
の
中
で
、
学
生
が
目
的
意
識
を

持
っ
て
自
ら
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
生

涯
を
通
じ
た
就
業
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
的
職
業
的
な
自
立
を
図
る
こ
と

を
支
援
す
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
就
職

支
援
業
務
を
総
合
的
に
担
う
組
織
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
長（
学
長
）の
も
と
、
運
営
に
つ

い
て
は
、
各
学
科
等
選
出
の
教
員
、
セ
ン
タ
ー

専
任
教
員
、職
員
等
で
構
成
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
が
月
１
回
開
催
さ
れ
、
主
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
進
路・就
職
支
援
事
業
に
つ

い
て
の
審
議
と
進
捗
状
況
、
学
生
の
進
路
決

定
状
況
の
報
告
、
情
報
共
有
等
が
な
さ
れ
る
。

２�　

全
学
的
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
推
進
：

　

２
つ
の
特
徴

⑴　

セ
ン
タ
ー
所
属
専
任
教
員
の
配
置

本
学
は
、
社
会
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
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注　実就職率＝就職者数÷（卒業生数−大学院進学者数）


